
北海道のエキノコックス症対策（概要）

概要

 本道におけるエキノコックス症の予防並びにエキノコックス症の患者の発見及び治療のための対策を講ずること
により、道民の健康保持に努めることを対策の目的としている。

衛生教育・調査研究 健康診断 媒介動物対策・飲料水対策

 衛生教育を最重点の事業と位
置づけ、市町村は保健所と連携
の上、地域住民に対し、エキノ
コックス症に関する正しい知識の
普及啓発を実施

 道では、道立衛生研究所や北海
道大学の研究グループの研究成
果を踏まえ、ガイドラインやハンド
ブックを作成

エキノコックス症の発生動向、科学的知見、対策の進捗状況等を評価

北海道におけるエキノコックス症対策の推進（予防・早期発見・早期治療）

 北海道エキノコックス症対策協議会
媒介動物対策専門部会

 飲用井戸等の利用状況の把握・水
質検査及び施設検査、水道水等
の施設整備、飲用井戸等の施設の
改善とエキノコックス虫卵除去装置
の設置・対策の指導

 患者の早期発見を目的に、市
町村は住民を対象に第１次検
診を実施し、道は感染の疑い
のある者を対象に第２次検診
を実施

 第１次検診：市町村は住民
を対象として計画的な実施

 第２次検診：道が指定する医
療機関で検診

 道民の健康に対する脅威に鑑み、大学や関係機関と協力してエキノコックス症対策を積極的に推進するため、
北海道エキノコックス症対策協議会の下に2つの部会を設け、専門的に議論し対策を講じている、

 感染予防対策（動物性廃棄物
の適正処理、野犬対策）

 疫学調査（解剖検査、流行状
況の把握）

 媒介（宿主）動物の処分

 北海道エキノコックス症対策協議会
患者調査専門部会



令和5年7月18日
北海道保健福祉部感染症対策局感染症対策課

（出典）感染症サーベイランスシステム（ＮＥＳＩＤ）に基づき北海道保健福祉部感染症対策局感染症対策課が作成

道内のエキノコックス症届出状況①（2006～）

 性別  年齢（診断時）

 肝臓の画像異常所見  経口感染（具体的状況）

 井戸水
 地下水
 湧き水・沢水
 山菜
 家庭菜園（キツネ

徘徊する畑で栽
培）

 野イチゴ
 家の周囲にキツネが

生息

 野生イタドリ
 キツネと接触後に食事
 木の実
 精神遅滞・知的障害に

より不衛生な内容を摂
取したと推察

 雪を食べていた
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令和5年7月21日
北海道保健福祉部感染症対策局感染症対策課

（出典）感染症サーベイランスシステム（ＮＥＳＩＤ）に基づき北海道保健福祉部感染症対策局感染症対策課が作成

道内のエキノコックス症届出状況②（2022年度）

 性別  年齢（診断時）

 検査診断（ELISA法）  検査診断（WESTERN BLOT法）
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令和5年7月21日
北海道保健福祉部感染症対策局感染症対策課

（出典）感染症サーベイランスシステム（ＮＥＳＩＤ）に基づき北海道保健福祉部感染症対策局感染症対策課が作成

道内のエキノコックス症届出状況③（2022年度）

 肝臓の画像異常所見  経口感染

 肝種大  届出保健所
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エキノコックス症に関する普及啓発
－エキノコックス症に関する正しい知識の提供、予防に関する適切な情報提供－


